
生活の中にある差別意識 今もまだある部落差別（同和問題）
　「日本国憲法24条」に婚姻は、両性の合意のみに基
いて成立し、夫婦が同等の権利を有する…とあります。
　憲法で定められているように、結婚は二人の合意が
優先します。相手が被差別地域出身とわかっても、そ
のまま周りから祝福されて結婚に至るカップルもあれ
ば、断固として結婚を認めない親や親戚もあります。
これは、昔の話ではなく今もなお、あちらこちらで聞
く話です。

あなたの暮らしの中に「差別をなくす
取り組み」の成果が活きています

1． 　「教科書無償化」が、差別をなくす運動の広がり
の成果であることを知っていますか？

　今、小・中学校の教科書は無償です。これは、1960年代からのことで、
それ以前は有償でした。当時は貧しさから、学校に行けても教科書やノート
など文房具を買えない児童が多くいました。そんな中、高知県の被差別部
落の親や子どもたちの「教科書をタダにする会」が結成され教科書無償運
動が活発になされ、それが全国的な運動に広がり、教科書無償化法案の成立に結びつきました。その
他にも学級定員減や加配教員の配置など教育の機会均等が子どもたちに保障され現在に至っています。

2． 就職時に提出する「統一応募用紙」が差別をなくす運動の広がりの
成果であることを知っていますか？

　就職の際、求人側が提出を求める書類の中に、1970年以前には「本籍の全て、
家族の出身学校・職業・月収、親戚の出身学校・職業・現住所等、資産や学資
の状況等、思想信条（学生運動や、政治運動への考え、支持する政党、家の宗教）
等々」事細かに記入する社用紙と言われる書類が使われていました。
　このような書類の使用により、求職者本人の能力・適性・意欲等とは無関係
な事由で不採用とし、被差別部落をはじめ社会的弱者を排除する就職差別が行
われていたのです。
　この就職差別を撤廃していくために用いられるようになったのが、現在使用
されている「統一応募用紙」です。1970年に近畿高等学校進路指導連絡協
議会が作成した「統一応募用紙」がきっかけとなり、全国で使われるようになっ

ていったのです。その内容は「本籍は府県名にとどめること、家族については氏名・年齢・性別のみ、
思想信条の項目なし、親戚状況・家庭環境の項目なし等」求職者本人の能力・適性・意欲等を正しく
把握できるような内容に変わりました。
　これらの取り組みにより面接時の差別的な質問の排除や身元調査の拒否などにつながり、すべての
求職者への就職差別撤廃へとつながっていったのです。

　このように差別をなくす取り組みは、被差別部落の人たちだけでなく、すべての人の人権
を回復することにつながっているのです。その成果が、私たちの暮らしの中に多くあります。

　部落差別をはじめとする多くの差別を今なお残す根底には「排除
（はいじょ）・忌避（きひ）の意識」を支えるものとして「穢れ（け
がれ）意識」があるといわれます。あなたの暮らしの中に人を排除・
忌避する意識につながるものはありませんか。
　私たちみんなが明るく心豊かに生活していくために、また地域の
人々が絆を強くし、あたたかな地域づくりを進めるために、いま一
度くらしの中を振り返ってみましょう。

被差別部落の記述が変わってきました
　「同和地区住民は、江戸時代の身分制度のもと、最下級の賎（いや）しい身分として職業、住居、
婚姻、交際、服装等にいたるまで社会生活のあらゆる面できびしい差別扱いをうけ、人間外のも
のとして、人格をふみにじられていたのである」と同対審答申にうたわれていますが、最近の部
落史研究の成果により、被差別部落の見方が変わってきました。

★ 娘（息子）から結婚したい人がいると報告がありました。
その時あなたは最初に何を思い浮かべますか。

★ 人生最大の買い物である家を新築することにしました。土地を探
すことから始めるのですが、その時最優先することは何でしょう。

　私たちは生まれる場所を選んで生まれてきたわけではありません。生まれた所にこだわって結婚
を考えたとき、相手が不幸になるだけでなく、あなた自身の幸せも遠ざかってしまいます。
　何が大切なのか、ともに考えましょう。
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結 婚
差別事件

　企業が採用選考を行う際、提出された履歴書を基に調査会社を使って、出生地がどうい
う所か、家族関係はどのようになっているか、宗教や思想等について内密に調べ、本人の
能力とは関係のないことを採用可否の判断基準としている企業があります。
　これは、会社に応募用紙が届くと、調査会社を利用し調べさせるものです。依頼を受け
た調査会社は、送られてきた履歴書等を基に身元調査を行い、該当する欄に※印をつけて
それとわかるようなコメントを書き込んで報告書を作成します。当然この調査には調査料
が支払われています。身元調査が金儲けの道具にされています。
　企業はどうして被差別地域の人の採用を避けたのでしょうか。採
用するとどのような問題があったのでしょうか。全ての企業等で本
人の能力を判断基準とした採用選考が行われることを願ってやみま
せん。

就 職
差別事件

　「戸籍等個人情報大量不正取得事件」が後をたちません。個人
の戸籍や住民票が本人の知らない間に不正に取得され、それらの個
人情報が高額で売買されるという事件です。これらの取得された個人情報の多くが結婚や
就職の際の身元調査に使われています。このように同和地区を含めた問い合わせ事件は、
住民の同和地区への偏見や忌避（きひ：きらってさけること）意識が招いており、企業の
利益追求体質を支え、部落差別を温存することにつながっています。

身元調査
差別事件

　インターネットの普及により、一瞬にして世界の情報を入手でき
るようになりました。有意義な情報はもちろんですが、インターネッ
ト掲示板上では卑劣（ひれつ）で傲慢（ごうまん）な差別書き込み
もあり、誰もが閲覧できます。差別書き込みだけでなく検索サイト
の「マップ」などを利用して、「被差別部落マップ」を作成したり、
動画サイトを利用して被差別部落の動画映像を流したりしています。

インター
ネットによる
差別事件

　不動産の取引や購入等において、その物件と被差別部落との関係
を尋ねたり、調べたり、教えたりする事象がおきています。
　そこには市民の被差別部落に対する偏見と忌避意識が存在してい
るからです。言い換えれば市民の要求があるから不動産屋が調査を
しているのです。市民一人ひとりの意識を変えることで差別調査は無
くなるのではないでしょうか。

土地差別
調査事件

　小学校社会科の教科書では、これまで「士農工商」

と表記されていたのが、今は、「武士・百姓・町人」

という表現に変わっています。その他、「さらに低い身分」と書かれていたのが、「別に、

ほかに」などのことばで「きびしく差別されてきた身分の人もいました」と表記されています。

　また、これらの人々は、「こうした差別の中でも農業や手工業を営み、芸能で人々を楽しませ、また、

医学や治安なども担って社会を支えました」とも書かれています。

どのように
変わって

きたのですか

　江戸時代後期に篠山市内の被差別

村の庄屋によって書かれた「日々年

代記」（今でいう日記のようなもの）

によると、百姓として年貢を納め、死んだ牛馬の処理を担い、雨乞

いや清掃の役負担を行いながら、近隣の集落と連携し水利の確保、

時には藩役人の検見（けみ：稲のできを調べ、その年の年貢高を決

めること）に対応するなど生き生きとした暮らしぶりが記されていま

す。この文献を見る限り貧困にあえいでいたなどという記述はありま

せん。

　しかし、一方では藩から着物の色や日々の生活にまで厳しい差別の条目（藩の取り決め）を強要され、

「これでは生活が成り立たない」として藩に撤回をさせました。
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　大安・仏滅・友引・先勝・先負・赤口…手帳やカレンダーでよく見かけます。これ
らは、結婚式やおめでたいことだというと「大安」、お葬式だというと「友引はだめ

だ」と絶対守らなければならない決まりごとのように、判断の基準となっています。でも、大安
の日以外に結婚式を挙げたカップルは不幸になっているのでしょうか？一日一日に「良い日」や「悪
い日」を割り振ってありますが、同じ日であっても今年は「良い日」で来年は「悪い日」となっ
たりしています。そう思うとなんだか、六曜にこだわらなくてもいいのではないかと思えてきます。
自分が信じていることを【絶対】だとして、それを他人にも強要していませんか。ひいては他人
を困らせることになっていないか一度振り返ってみましょう。

六曜 　人が亡くなられた時によくいわれる「穢れ（けがれ）」についてこんな
ことを聞きました。

　「父が亡くなった後、一人で私たち姉弟を育ててくれた大好きな母が亡くなりました。親戚の
者が周りを取り囲んでいる中、『お母ちゃん、お母ちゃん』と姉が涙いっぱいためて母の亡骸に
抱きついていました。そんな姿を見て、母が穢れているなんてどうして思えるでしょうか。
　だから、葬儀の時使われている「清め塩」は無くしてもらいました。大好きな母が穢れてい
るなんて絶対に思えません、思いたくありません。」
　あなたは、この話をどのように思いますか。

浄めと穢れ



相談内容 相談窓口 電話番号
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・うわさ・いやがらせ・いじめ

人権推進課　人権相談員 552-6926（直通）
柏原人権擁護委員協議会 0795-72-0161
神戸地方法務局柏原支局 0795-72-0176
柏原人権擁護委員協議会篠山地区
委員会 552-6926（直通）

配
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（DV） 人権推進課　人権相談員 552-6926（直通）
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）

人権推進課
男女共同参画センター 552-6926（直通）

母
ぼ

子
し

・寡
か

婦
ふ

の方
かた

からの相
そう

談
だん

18歳
さい

未
み

満
まん

の子
こ

どもに関する相
そう

談
だん

子
こ

どもの虐
ぎゃく

待
たい

福祉総務課
家庭児童相談室 552-7101（直通）
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談
だん 篠山養護学校 552-5237

健康課（就学前） 594-1117
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み
教育委員会青少年育成センター 593-1445
適応指導教室「ゆめハウス」 590-8111
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、どこに相
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すればいいのか
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ふくし総合相談窓口 554-2511
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がいのある方の相
そう

談
だん

地域福祉課 552-7102（直通）
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かん

する相
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地域福祉課 552-5346（直通）
東部地域包括支援センター 558-0324
西部包括支援センター 594-3776
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者
しゃ
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談
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（認
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など） 地域福祉課 552-5346（直通）
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係
けい 篠山市社会福祉協議会

心配ごと相談（民生委員） 590-1112

外
がい

国
ごく

人
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とのコミュニケーション
NPO法人篠山国際理解センター
外国語で対応できるボランティア 590-8125
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篠山市消費生活センター 552-1186（直通）

篠山市・篠山市教育委員会

　昭和40（1965）年に「同和対策審議会答申」
が出され、昭和44年（1969年）同和対策特別措置
法施行により環境改善、社会福祉、産業・職業、教
育問題等、部落差別に関する課題に取り組まれてき
ました。そして住環境の改善や進学率の向上など多
くの成果がありました。

　篠山市では長年にわたって住民学習が継続され、
今では「部落差別はいけないことだ」と、多くの人
が理解していることと思います。
　しかし最近、次のような話を聞くことがあります。

　　● いつまでもこんな学習をするから、かえって
意識して無くならないのではないか。

　　●寝た子を起こすようなものだ。
　　●部落問題はややこしいのでわからない。
　　●自分には関係のない当事者の問題だ。

　でも、本当にそうなのでしょうか。

　兵庫県内や全国各地に目を向けてみると、差別を助長するために戸籍謄本や住民票
が第三者によって不正にとられてしまうという「戸籍等不正取得事件」が起こっています。
「結婚相手の出身を知りたい。親の生まれた所を知りたい。」他人から見るとどうでも
よいことのように思われますが、相手の器量・性格よりも、本人には全く責任のない「生
まれ」を優先するといった人がまだまだ多くいます。
　また、インターネット上では、露骨な差別書き込みが後を絶たなかったり、若い人た
ちの間に部落差別を煽（あお）るような言動も生まれています。

　部落差別を無くするために、私たちにできることは何でしょう。
　相手のことを正しく知ろうとすること、おかしいことはおかしいと
声を上げること、人の気持ちを思いやる“こころ”を大切にすること
ではないしょうか。
　部落差別を無くしていこうとする行動によって、お互いの人権が尊
重され、誰もが安心して幸せに生きていけるのではないでしょうか。
　もう一度、日々の生活を見直して皆で考えていきましょう。

1．事前登録型本人通知制度とは
　本人等の代理人や第三者からの住民票の写しや戸籍謄本などの交付申請に
対し、証明書を交付した事実を事前に登録されている方に郵便でお知らせす
る制度です。この制度により、証明書の不正請求の早期発見や抑止効果を図
ることができ、個人の権利の侵害防止につながります。
　◆例えば… 委任状の偽造、不必要な身元調査などの防止効果が期待できま

す。

2．事前登録できる人
　篠山市の住民基本台帳及び戸籍簿に記録されている方（市外に引越しされた方、市外に戸
籍を異動され消除された方も含みます）

3．本人通知の対象となる証明書
　●住民票の写し ●消除された住民票の写し ●住民票記載事項証明書
　●戸籍の附票の写し ●消除された戸籍の附票の写し
　●戸籍謄（抄）本 ●除かれた戸籍謄（抄）本 ●戸籍記載事項証明
　　＊ ただし、戸籍・戸籍の附票については、コンピュータ化した後のものに限ります。

4．事前登録の手続き
　手続きは、市役所の開庁時間内に本庁市民課又は各支所で行うことができます。
　〈登録手続きに必要なもの〉
　　❶ 篠山市本人通知制度事前登録申出書（市役所にあります）
　　❷ 窓口に来られる方の本人確認書類（免許証・保険証など）
　　❸ 代理人の場合…委任状など（事前にお問い合わせ下さい）
　　❹ その他…現在篠山市に住民登録も本籍地もない場合は、本籍地表示のある住民票

5．本人通知の内容
　本人等の代理人又は第三者に証明書を交付したときに通知を
行います。
　〈通知内容〉
　　❶ 証明書の交付年月日
　　❷ 交付証明書の種別
　　❸ 交付部数
　　❹ 交付請求者の種別
　　　　本人等の代理人・第三者（個人・法人・八業士）

事前登録型本人通知制度について

問い合わせ先：篠山市役所 市民生活部市民課　　〒669-2397 篠山市北新町41番地
TEL.079-552-1111　　FAX.079-552-1855

21’生き方の創造

私たちの生活と
同和問題の関わり

シリーズ 13シリーズ 13 共に生きる社会の実現をめざして
～なぜ、今、部落差別をとりあげるのか～

第三者とは、本人以外の個人、法人、資格のある八業士のことをいいます。
＊八業士… 弁護士・司法書士・土地家屋調査士・税理士・社会保険労務士・弁理士・海事代理士、行政書士

注意： お知らせできるのは
通知内容の4点のみ
となります。

困ったときの相談窓口のご紹介
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編　集 「21’生き方の創造」編集委員会
 兵庫県篠山市北新町41　篠山市市民生活部人権推進課内
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21’生き方の創造

　個人の戸籍や住民票が本人の知らない間に不正に取られていることがあります。これらの個
人情報の多くが結婚や就職の際の身元（思想・信条・家柄など）調査に使われています。これ
らは多くの場合、重大な人権侵害や差別行動につながっており、ひいては部落差別や差別意識
の温存につながっています。


